
山田みやこの活動報告

令和元年12月1日(日)

こどもワカモノフェスタ2019

会場 栃木県青少年センター(アミ―クス)

トークイベント「不登校に対する教員の本音は？」

現役の項公共委員2名に話を聞いた。

年々増加している不登校生徒、最近ではクラスに1

名はいるのが現状だ。不登校生徒に対する救済措置と

して別室登校という方法がある。学校によって期間に

差があり、3、4ヶ月間のうちに登校できるようになる

ことが条件になる。教員によって不登校に対する考え

はいろいろある。別室登校はまず補習を行うことが目

的になっているが、行く先を見すぎず“今日一日”を考

えることが必要。

学校に行かないのも選択肢として考えても良い。

「みんなと同じでいたいけど、それができないという

ことがどれだけ辛いことか」ということも理解できる

ようになった。「失敗できない・失敗すると怒られ

る」ではなく、「失敗しても良い環境」にしていかな

ければ変わらない。

子どもたちには変わる力がある。先生の本音が聞け

た。


